
第
１
期
生
は
週
に
２
日
ほ
ど

農
家
派
遣
研
修
に
行
く
た
め
、

各
自
栽
培
圃
場
で
の
管
理
は
週

３
日
と
い
う
中
で
、
約
４
ア
ー

ル
、
１
０
品
目
近
く
の
野
菜
を

管
理
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
生
産
管
理
や
収
穫
調

整
作
業
を
行
う
の
は
と
て
も
大

変
。
朝
早
く
か
ら
収
穫
し
た
り
、

時
に
は
遅
く
ま
で
管
理
や
荷
造

り
等
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
、
自
ら
責
任
を
持
っ
て

生
産
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
初

め
て
気
づ
く
こ
と
も
多
い
。

夏
に
向
か
う
時
期
、
農
作
物

は
待
っ
て
く
れ
な
い
。
雨
が
続

け
ば
作
業
は
捗
ら
な
い
等
、
な

か
な
か
計
画
通
り
進
ま
な
い
。

そ
の
間
に
は
、
次
々
と
雑
草

が
生
え
、
カ
ラ
ス
や
病
害
虫
の

被
害
な
ど
も
急
激
に
拡
が
る
。

就
農
後
に
お
借
り
し
た
畑
に

雑
草
を
生
や
し
て
い
る
よ
う
で

は
ダ
メ
だ
し
、
病
害
虫
の
発
生

源
に
し
て
も
い
け
な
い
。

先
を
見
越
し
て
「
作
業
の
優

先
順
位
付
け
と
時
間
の
使
い
方
」

が
重
要
に
な
る
。
つ
ま
り
農
作

物
や
周
辺
環
境
等
を
よ
く
観
察

し
、
早
期
発
見
、
早
期
防
除
を

し
つ
つ
、
荷
づ
く
り
等
も
効
率

的
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

１
期
生
か
ら
も
「
や
は
り
栽

培
管
理
は
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

（
後
回
し
せ
ず
、
す
ぐ
対
応
）

が
肝
心
」
と
の
声
が
あ
が
る
。

こ
う
し
た
経
験
も
、
就
農
後

の
労
力
配
分
や
主
力
作
物
な
ど

を
決
め
て
い
く
う
え
で
大
き
な

糧
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

第
２
期
生
た
ち
も
、
日
々
頑

張
っ
て
い
る
。
入
講
か
ら
早
４

カ
月
が
経
ち
、
こ
の
間
の
感
想

を
つ
ぶ
さ
に
聞
い
て
み
た
。

・
農
業
は
初
め
て
だ
が
、
学
ぶ

す
べ
て
が
と
て
も
新
鮮
。

・
作
物
を
た
だ
育
て
る
の
で
な

く
、
毎
日
大
切
に
育
て
る
こ
と

が
後
々
商
品
の
質
や
量
に
大
き

く
影
響
す
る
と
感
じ
た
。

・
農
家
視
察
で
は
自
分
で
事
業

経
営
す
る
面
白
さ
を
感
じ
た
。

ま
た
、
２
年
後
の
営
農
イ
メ
ー

ジ
が
見
え
て
き
た
気
が
す
る
。

プ
ロ
農
家
（
市
場
出
荷
や
直
売

を
主
軸
と
し
た
農
家
さ
ん
）
の

攻
め
の
売
り
方
な
ど
も
大
変
参

考
に
な
っ
た
。

・
直
売
実
習
で
は
お
客
さ
ん
の

生
の
声
が
聞
け
て
勉
強
に
な
る
。

・
こ
れ
ま
で
野
菜
の
商
品
づ
く

り
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
売

れ
る
商
品
を

自
分
で
も
作

れ
る
ん
だ
と

い
う
自
信
が

持
て
た
。

・
農
業
機
械

に
つ
い
て
は

使
い
こ
な
せ

る
か
心
配
な
く
ら
い
初
め
て
知

る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

・
品
種
ご
と
に
味
や
特
性
の
違

い
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
今
後

の
品
種
選
び
に
も
役
立
つ
。

・
自
分
た
ち
で
土
づ
く
り
、
定

植
、
栽
培
、
収
穫
、
荷
造
り
、

販
売
と
い
う
農
業
の
一
連
の
流

れ
を
実
際
に
経
験
で
き
大
変
充

実
感
を
感
じ
る
。

・
研
修
で
は
東
京
の
露
地
栽
培

の
現
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

手
の
か
か
る
野
菜
、
あ
ま
り
手

間
の
か
か
ら
な
い
野
菜
な
ど
、

実
際
に
様
々
な
野
菜
を
育
て
て

み
て
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り

で
大
変
勉
強
に
な
る
。

な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
今

後
も
さ
ら
に
知
識
や
技
術
が
身

に
付
く
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

７
月
下
旬
か
ら
は
秋
野
菜
に

向
け
た
土
づ
く
り
や
苗
づ
く
り
、

１
期
生
は
新
規
就
農
希
望
者
経

営
計
画
支
援
会
議
に
向
け
た
プ

レ
ゼ
ン
準
備
、
農
場
内
に
は
農

業
用
水
の
配
管
等
を
整
備
予
定
。

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
４

月
に
は
既
に
散
り
始
め
、
下
旬

に
は
夏
日
も
記
録
。
５
月
は
曇

り
や
雨
の
日
が
多
か
っ
た
が
、

６
月
は
比
較
的
日
照
時
間
が
多

く
、
梅
雨
入
り
も
１
４
日
と
こ

の
１
０
年
で
最
も
遅
か
っ
た
。

た
だ
、
７
月
に
は
各
地
で
豪
雨

に
よ
る
被
害
が
発
生
。
今
後
は

特
に
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台

風
な
ど
に
注
意
を
要
す
る
。

研
修
農
場
で
は
、
少
し
ず
つ

で
す
が
、
最
新
の
研
修
状
況
等

を
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信

し
て
い
ま
す
。

ご
活
用
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
ぜ
ひ

「
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王

子
研
修
農
場
」
と
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！
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研
修
農
場
新
聞

就農に向けて日々前進する研修生たち

成功や失敗は今後の大きな糧に！
第
１
期
生
・
２
期
生
た
ち
は
、
い
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場
で
各

種
夏
野
菜
の
栽
培
管
理
や
販
売
実
習
、
講
義
受
講
な
ど
、
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
日
々
実
践
的
な
研
修
に
励
ん
で
い
る
。

（4月）
・7日青梅庁舎、たい肥センター、西多摩普及センター視察

・14日第2期生入講式、21日武蔵野市農業委員会

・24日農業機械講習、23日 農林水産部長来所

（5月）
・6日練馬区役所課長他来所

・24日理事長来所、26日稲城市の農家視察

（6月）
・14～18日都庁食堂ランチメニュー食材提供

・16、18、23、25、28、30日 フードバンク八王子への提供

・16、18、23、25、30日 研修棟前での直売

・24日 八王子市と日野市農業委員会、29日あきる野市農業委員会

・30日日の出町農業委員会 等々

特
に
鳥
獣
害
・病
虫
害
・雑
草
対
策

4～6月の主な出来事など

鳥獣害対策としてスイートコーン
畑に防鳥ネットと電気柵を設置

主
体
的
に
作
業
に

取
組
む
１
期
生

ア
カ
デ
ミ
ー
専
用
Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
らぜひご覧ください

こ
れ
ま
で
の
天
候

今
後
の
予
定
な
ど

第
２
期
生
の
声

〒192-0034 八王子市大谷町1013 ☎：042-649-3444 FAX：042-649-3434 アクセス位置はGoogleマップで検索！

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報

右：カラス被害が多発

左：トマトの疫病も発生

研修棟の入口付近に
設置した直売所


